
 

 

担当医先生御侍史 

 
大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部 

障がい学生支援担当 

 

 

診断書・意見書作成に関するお願い 
 

 

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部では、障がい等のある学生に対して「障害者差

別解消法」に基づき、修学上の合理的配慮の提供を行っております。 

 

大学における「合理的配慮」とは、教育の本質を変えず、過度な負担のない範囲で障がい

等による社会的障壁を取り除き、他の学生と公平に学習する機会を保障することを指します。 

 

つきましては、学生の合理的配慮の検討に際し、本学所定の様式にて情報提供およびご意

見をいただきたく存じます。本学所定の様式での作成が難しい場合は、任意の様式にて「症状

の経過および現在の状態」「治療と通院の状況」「措置期間」を含めてご記載いただけますと

幸いです。いただいた情報は、修学上の合理的配慮を検討する目的のみに使用し、担当者が

責任を持って管理いたします。 

 

診断書・意見書の作成にあたっては、本学が通学制の大学のため、対面授業への出席が前

提であることにご留意いただき、欠席につながる症状などのある学生については、このことを踏

まえてご意見いただけますと幸いです。また、「治療での回復が見込まれる」とされる症状につ

いては、本人が必要な治療を受けており、大学生活が治療の妨げにならないことが前提である

こともお含みおきください。 

 

ご理解ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部 

障がい学生支援担当 

メール： hairyo@daion.ac.jp 



この診断書は、修学上の合理的配慮を考えるための資料となりますので、できるだけ具体的にご記入ください。

フリガナ

経過
および

現在の状態

心理検査
および

知能検査等

今後の見通し

上記の措置期間

＜初診日、症状経過、現在の状態についてご記入ください。また現在の症状が固定されてお
り、在学中には症状が変化しないものと見込まれる場合には、そのこともご記入をお願いい
たします。＞

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部

【　診　断　書　　・　意　見　書　】

氏名
生年月日 　年　　　月　　日（　　歳）

住所
〒

診断名

＊裏面のご記入もお願いいたします。

　　年　　　　月　　　　日　　　　　～　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　上記のとおり診断し、就学に関する意見を提出します。

　　　　　　　年　　　月　　日　　　　　医療機関名（診療科）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師名

＜検査名＞

＜検査日＞　　　　年　　　　　月　　　　日　 (原則1年以内のものでお願いいたします。)

　

＜治療内容や通院状況等を具体的にご記入ください。＞

その他の対応

<例:個別的に緊急時の対応や搬送予定施設など>



(裏面）

□座席位置の確保（入室がしやすい・雑音が

上記配慮が必要な理由

□別室受験

□支援機器・補助具等の持ち込み

□試験問題の拡大

□試験時間の延長（1.3倍または1.5倍）

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　  ）

□グループワーク等のメンバー構成の配慮

□グループワーク等での発言のルール作り

□人前での発言の困難さに関する配慮

□座席位置の確保（入室がしやすい・雑音が

　少ない・落ち着ける・光がまぶしくない）

□補聴用・文字起こし用のマイク着用

□支援機器・補助具等の持ち込み

□視覚情報の提供

□授業資料・教材の提供
（拡大・点訳・字幕つけ・縦書き及び横書き他）

現在の症状から、修学上配慮した方が良いことをご記入ください。また、配慮の理由や診断名に関して
の留意事項、アドバイスなどもご記入をお願いします。
自由記述と選択記述のどちらか記入しやすい方をご使用ください。

授業および試
験に関する配
慮について

体調に関する
配慮について

　ホン・サングラスの使用許可

□イヤーマフ・耳栓・ノイズキャンセルイヤ

　話者の口元がよく見える）

　少ない・落ち着ける・光がまぶしくない・

例：情報の保障、環境の調整、試験時の配
慮など、右記の配慮内容を参考にご記入く
ださい。

情報の保障について

環境の調整について

試験時の配慮について

□重要な情報の可視化ないしは相談時再掲示

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　  ）

□パソコンでの筆記

□講義の録音・板書の撮影

□必要時筆談での情報提供

その他の配慮
について

例：上記以外の個別的な配慮など

例：保健室の利用、授業中の入退室、授業
中の服薬、症状に対する対処法など □相談時に課題の提出期限の延長（最大1週間）

　対処法など）

□その他（授業中の服薬・出現する症状への

□途中入退室の許可

上記配慮が必要な理由


